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本日の内容 
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 準備状況の確認 

 

 全文検索システム『ひまわり』の簡単な紹介 

 

 既存資料のインポート 

 生のテキストをそのままインポート 

 生のテキストの構造を生かしたインポート 

 

 インポートした資料の活用 

 

 



インポート例 
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 『CD-毎日新聞データ集』 

 

 米国議会図書館蔵 
『源氏物語』 

 

 『青空文庫』パッケージ 

 

 日本語話し言葉コーパス 

 

 

 

米国議会図書館蔵『源氏物語』 
桐壺 
 
きりつほ 
 
（１オ） 
いつれの御時にか女御更衣あまたさふらひ給けるなかに 
いとやむことなききはにはあらぬかすくれてときめき 
給ふありけりもとより我はと思ひあかりたまへる御かた／＼ 
めさましき物におとしめそねみ給ふおなし程それより 
けらうの更衣たちはましてやすからすあさ夕のみや 
つかへにつけても人の心をのみうこかしうらみをおふつもり 
にやありけんいとあつしくなりゆき物心ほそけにさとかちに 
なるをいよ／＼あかすあはれなる物におほして人のそしりをも 
 
（１ウ） 
えはゝからせたまはす世のためしにもなりぬへき御もてなし也 

http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8CD-%CB%E8%C6%FC%BF%B7%CA%B9%A5%C7%A1%BC%A5%BF%BD%B8%A1%D9%A4%F2%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A1
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8CD-%CB%E8%C6%FC%BF%B7%CA%B9%A5%C7%A1%BC%A5%BF%BD%B8%A1%D9%A4%F2%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A1
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8CD-%CB%E8%C6%FC%BF%B7%CA%B9%A5%C7%A1%BC%A5%BF%BD%B8%A1%D9%A4%F2%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A1
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8CD-%CB%E8%C6%FC%BF%B7%CA%B9%A5%C7%A1%BC%A5%BF%BD%B8%A1%D9%A4%F2%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A1
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8CD-%CB%E8%C6%FC%BF%B7%CA%B9%A5%C7%A1%BC%A5%BF%BD%B8%A1%D9%A4%F2%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A1
http://textdb01.ninjal.ac.jp/LCgenji/himawari_package.html
http://textdb01.ninjal.ac.jp/LCgenji/himawari_package.html
http://textdb01.ninjal.ac.jp/LCgenji/himawari_package.html
http://textdb01.ninjal.ac.jp/LCgenji/himawari_package.html
http://textdb01.ninjal.ac.jp/LCgenji/himawari_package.html
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%C0%C4%B6%F5%CA%B8%B8%CB%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%C0%C4%B6%F5%CA%B8%B8%CB%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%C0%C4%B6%F5%CA%B8%B8%CB%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%C0%C4%B6%F5%CA%B8%B8%CB%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A1%D8%C6%FC%CB%DC%B8%EC%CF%C3%A4%B7%B8%C0%CD%D5%A5%B3%A1%BC%A5%D1%A5%B9%A1%D9%A4%F2%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9%A4%C7%CD%F8%CD%D1%A4%B9%A4%EB%CA%FD%CB%A12


準備状況の確認 
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 チュートリアルキットのインストール 

 tutorialkit_20150310.zip 

 

 動作の確認 

 『ひまわり』（ver.1.5） 

 TeraPad 

 MeCab 
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全文検索システム『ひまわり』の簡単な紹介 
 



『ひまわり』とは 
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 言語研究用の全文検索システム 

 指定された文字列を網羅的に検索して，前後文脈付きで結果
を表示します（コンコーダンサ） 

 『太陽コーパス』（２０世紀初頭の総合雑誌『太陽』）用の検索
システムとして構築しました 

 

 特徴 

 タグづけされたコーパスを全文検索できます 

 Windows, Mac OS, Linux など，多くのOS上で動作します 

 無料です 



『ひまわり』を起動する 

7 

普段使うとき 
（Windows 専用） 
himawari.exe 

コーパスを作るとき 
巨大なデータを検索するとき 
（Windows 専用） 
himawari_debug.exe 

汎用 
（Windows，Mac，Linux など） 
himawari.jar 



検索する 
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検索文字列 

検索結果 

検索総数 

検索の実行 

途中経過の表示 



検索対象のコーパスを切り替える 
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config_aozora_sample.xml を選択 
『青空文庫』サンプル 

config_bunrui_sample.xml を選択 
『分類語彙表』サンプル 

config.xml 
（config_taiyo_sample.xml と同じ） 



検索結果のソート 
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 昇順 
 列タイトルをクリック 

 降順 
 シフトキーを押しながら 

 列タイトルをクリック 

 

 複数列を考慮したい場合 
 優先順位の逆順でソートを実行 

 

例：「著者」ごとに「後文脈」でソート 

→ 「後文脈」「著者」の順 

列名を左クリック 



結果の絞り込み 
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 検索時に指定 

 

 

 

 

 

 検索後に絞り込み 

列名を右クリック 



ブラウザでの閲覧 
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閲覧したい用例をダブルクリック 

閲覧用のブラウザの変更 

［ツール］⇒［オプション］⇒ [ブラウザ] 
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既存資料のインポート 
（簡単な例） 



簡単な例 
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 生の（タグなし）テキストファイルをインポートする 

 インポートするファイル 

 配布資料の「簡単サンプル」フォルダ中の２ファイル 

 タグなしテキストを自分で作成する場合は，ファイル名の末尾
を「.txt」としてください 

これはテスト文１Ａです。 
これはテスト文１Ｂです。 
これはテスト文１Ｃです。 
これはテスト文１Ｄです。 
これはテスト文１Ｅです。 

 テキスト１.txt 

これはテスト文２Ａです。 
これはテスト文２Ｂです。 
これはテスト文２Ｃです。 
これはテスト文２Ｄです。 
これはテスト文２Ｅです。 

 テキスト２.txt 



 『ひまわり』用に変換する 
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「インポート」機能を実行 

資料のフォルダを指定する 
（「簡単サンプル」） 

コーパス名は自動的に 
「簡単サンプル」になる 

「インポート」ボタンを押すと変換が始まる 



変換結果の確認 
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 「インポートが正常に終了しました」となることを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 設定ファイル 「config_簡単サンプル.xml」， 
       「 config_簡単サンプル.db.xml 」 が生成される 

 すぐ使える状態になる（config_簡単サンプル.xml ） 

 



検索してみる 
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コーパス名，設定ファイル名 

ファイル名が反映される 

ファイルの配置が 
反映される 



インポート時に生成されるファイル 
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 「Himawari_1_5¥Corpora¥簡単サンプル」フォルダ 

 索引ファイル（検索の高速化） 

 corpus.～.cix 

 corpus.～.eix 

 corpus.～.aix 

 

 『ひまわり』形式のＸＭＬファイル 

 corpus.xml 

 

 『ひまわり』用の外部データベース 
（形態素解析結果を取り込んだときなどに作成） 

 himawari.h2.db 



インポートされたテキストデータの構造（１） 
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入力ファイル１ 

 

インポート 

<コーパス> 
 <記事> 
  <テキスト> 
   ここに，入力ファイル１の内容が置かれる） 
  </テキスト> 
 </記事> 
 
 <記事> 
  <テキスト> 
   ここに，入力ファイル２の内容が置かれる） 
  </テキスト> 
 </記事> 
 
 <記事> 
  <テキスト> 
  （ここに，入力ファイル３の内容が置かれる） 
  </テキスト> 
 </記事> 
 
      ： （入力のファイルの分だけ繰り返す） 
 
</コーパス> 

 
入力ファイル２ 

 

 
入力ファイル３ 

 

： 



インポートされたテキストデータの構造（２） 

20 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?> 
<コーパス 名前="簡単サンプル"> 
<記事 タイトル="テキスト１" 著者="" 
    path="/簡単サンプル/テキスト１.txt"> 
<テキスト> 
これはテスト文１Ａです。<br /> 
これはテスト文１Ｂです。<br /> 
これはテスト文１Ｃです。<br /> 
これはテスト文１Ｄです。<br /> 
これはテスト文１Ｅです。<br /> 
</テキスト> 
</記事> 
 
<記事 タイトル="テキスト２" 著者="" 
     path="/簡単サンプル/テキスト２.txt"> 
<テキスト> 
これはテスト文２Ａです。<br /> 
これはテスト文２Ｂです。<br /> 
これはテスト文２Ｃです。<br /> 
これはテスト文２Ｄです。<br /> 
これはテスト文２Ｅです。<br /> 
</テキスト> 
</記事> 
</コーパス> 

これはテスト文１Ａです。 
これはテスト文１Ｂです。 
これはテスト文１Ｃです。 
これはテスト文１Ｄです。 
これはテスト文１Ｅです。 

 テキスト１.txt 

これはテスト文２Ａです。 
これはテスト文２Ｂです。 
これはテスト文２Ｃです。 
これはテスト文２Ｄです。 
これはテスト文２Ｅです。 

 テキスト２.txt 

 corpus.xml （一部，省略） 

インポート 
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ＸＭＬの簡単な説明 



タグの基本 

 一定範囲に文書に意味づけ 

 「開始タグ」：  <テキスト>   <記事 ....> 

 「終了タグ」 ： </テキスト>    </記事> 

 範囲がない場合 

 「空タグ」 ： <br /> 

 

 <記事 タイトル="テキスト１" 著者="" path="/簡単サンプル/テキスト１.txt"> 
<テキスト> 
これはテスト文１Ａです。<br /> 
これはテスト文１Ｂです。<br /> 
これはテスト文１Ｃです。<br /> 
これはテスト文１Ｄです。<br /> 
これはテスト文１Ｅです。<br /> 
</テキスト> 
</記事> 

開始タグ 

終了タグ 

「記事」タグは，「タイトル」，「著者」，「path」 属性を持つ 

「記事」要素 
の 

要素内容 
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XMLファイルを作成するときのルール 

 最上位の要素は一つ 

 

 タグの範囲は交差しない 

 

 メタ文字（< > & など）は使わない 

 

 ファイルの先頭でＸＭＬ宣言を行う（任意） 

 

 

 

 

 

整形式（well-formedな） XML 文書 

（通常はこれに加えて，文書構造を検証する） 
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XMLファイルを作成するときのルール 

 最上位の要素は一つ／ファイルの先頭でＸＭＬ宣言 
 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?> 
<コーパス 名前="簡単サンプル"> 
<記事 タイトル="テキスト１" 著者="" 
    path="/簡単サンプル/テキスト１.txt"> 
<テキスト> 
これはテスト文１Ａです。<br /> 
これはテスト文１Ｂです。<br /> 
これはテスト文１Ｃです。<br /> 
これはテスト文１Ｄです。<br /> 
これはテスト文１Ｅです。<br /> 
</テキスト> 
</記事> 
 
<記事 タイトル="テキスト２" 著者="" 
     path="/簡単サンプル/テキスト２.txt"> 
<テキスト> 
これはテスト文２Ａです。<br /> 
これはテスト文２Ｂです。<br /> 
これはテスト文２Ｃです。<br /> 
これはテスト文２Ｄです。<br /> 
これはテスト文２Ｅです。<br /> 
</テキスト> 
</記事> 
</コーパス> 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?> 
<コーパス 名前="簡単サンプル１"> 
   ： 
   ： 
</コーパス> 
 
<コーパス 名前="簡単サンプル２"> 
   ： 
   ： 
</コーパス> 
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XMLファイルを作成するときのルール 

 タグの範囲は交差しない 

 

 <著者> <姓>芥川</姓> <名>龍之介</名> </著者> 

 

 

 

 <著者> <姓>芥川</姓> <名>龍之介</著者></名> 

 

 

 
交差 
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XMLファイルを作成するときのルール 

 メタ文字（半角）は，そのままでは使えない 

 一般的なＸＭＬ文書では，次の記号で代替する 

 

 ＜        ⇒      &lt; 

 ＞        ⇒      &gt; 

 ＆        ⇒      &amp; 
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既存資料のインポート 
（テキスト構造の利用） 



生テキストから得られる情報 
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羅生門 
芥川龍之介 
 
------------------------------------------------------- 
【テキスト中に現れる記号について】 
 
《》：ルビ 
（例）下人《げにん》 
 
｜：ルビの付く文字列の始まりを特定する記号 
（例）所々｜丹塗《にぬり》の剥《は》げた 
 
［＃］：入力者注 主に外字の説明や、傍点の位置の指定 
   （数字は、JIS X 0213の面区点番号、または底本のページと行数） 
（例）※［＃「てへん＋丑」、第4水準2-12-93］ 
------------------------------------------------------- 
 
 ある日の暮方の事である。一人の下人《げにん》が、羅生門《らしょうもん》の下で雨やみを待っていた。 

 広い門の下には、この男のほかに誰もいない。ただ、所々｜丹塗《にぬり》の剥《は》げた、大きな円柱《まるばしら》に、
蟋蟀《きりぎりす》が一匹とまっている。羅生門が、朱雀大路《すざくおおじ》にある以上は、この男のほかにも、雨やみをす
る市女笠《いちめがさ》や揉烏帽子《もみえぼし》が、もう二三人はありそうなものである。それが、この男のほかには誰も
いない 

注記の説明 ⇒ ---- で囲われている 
検索対象からは外したい 

 実習用サンプルデータ/青空文庫_txt/芥川龍之介/羅生門.txt 

ルビの情報 ⇒ 独自の表記法で記述されている 
ただし，このままだと，検索のときに問題となる（例：「下人が」） 



インポートの流れ 
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HTML XML 
（XHTML） 

タグなし 
テキスト 

文字 
正規化 

文字の統一 
（例：半角・全角文字） 

ＸＭＬ規格への 
適合 

文字コードの統一 
（UTF-16） 

文字列変換 
（正規表現置換） ＸＳＬ変換（ＸＭＬの形式を変換） 

ＨＴＭＬ⇒ＸＭＬ変換 

『ひまわり』用ＸＭＬファイル 

XML 

形式の 
変換 



文字の正規化 
 文字コード： UTF-16 に統一（自動） 

 
 文字の統一 

 ユーザ定義 
 文字レベルの変換規則を定義できる 
 設定ファイル（config*.xml）の char_convertion_table 要素 

 NFKC (Normalization Form Compatibility Composition) 
 Unicode で規定されている正規化方法 
 おおまかな規則（参考： Wikipedia， Unicode正規化とは） 

 半角カナ ⇒ 全角になる 
 英数字，一部の記号  ⇒  半角になる 
 ℡⇒ TEL， Ⅳ⇒  IV，②⇒ 2 
（参考： Wikipedia， Unicode正規化とは） 

 
 XMLのメタ文字（<>&）は，全角文字に置換（自動） 
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http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#bcbacdb8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#bcbacdb8
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#bcbacdb8
http://unicode.org/reports/tr15/
http://ja.wikipedia.org/wiki/Unicode%E6%AD%A3%E8%A6%8F%E5%8C%96
http://homepage1.nifty.com/nomenclator/unicode/normalization.htm
http://homepage1.nifty.com/nomenclator/unicode/normalization.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/Unicode%E6%AD%A3%E8%A6%8F%E5%8C%96
http://homepage1.nifty.com/nomenclator/unicode/normalization.htm
http://homepage1.nifty.com/nomenclator/unicode/normalization.htm


インポート時の設定（『ひまわり』） 

クリック 

31 



文字列変換 
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 正規表現による文字列置換を利用 
 正規表現は，Java （クラス Pattern） に準ずる 

 

 

 変換規則 
 Himawari_1_5/resources/htd に変換規則ファイルを配置 

 変換規則の形式 
変換前文字列（正規表現） タブ文字 変換後文字列 

 

 規則の適用 
 １入力ファイル全体（改行を含め）を一つの文字列と考える 

 変換規則を上から順に適用する 

 

 

http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html
http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html
http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html
http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html
http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html


変換規則の例（aozora.htd） 
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## 改行位置に，<br />を挿入 
¥n <br />¥n 
 
## 注記 
## 例： ※［＃小書き平仮名ん］ ⇒ <注 内容="＃小書き平仮名ん" 付与="" 種別="注記" /> 

※［(＃.+?)］ <注 内容="$1" 付与="" 種別="注記" /> 
 
 
## ルビ(範囲指定あり) 
## 例： 所々｜丹塗《にぬり》 ⇒ 所々<r rt="にぬり">丹塗</r>  
｜(.+?)《(.+?)》 <r rt="$2">$1</r> 
 
 
## ルビ(範囲指定なし)  
## 例： 下人《げにん》 ⇒ <r rt="げにん">下人</r> 
(¥p{InCJKUnifiedIdeographs}+?)《(.+?)》  <r rt="$2">$1</r> 
 



参考：正規表現の説明 
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 () は，マッチした文字列を記憶 

 「.」は任意の一文字 

 「+」は，前接する文字の１回以上の繰り返し 

 「?」はマッチングの処理を最短で行う 

 $1, $2 は，マッチした文字列を展開する。番号は，マッチ
した位置を表す 

 ¥p{InCJKUnifiedIdeographs} は，１文字の漢字を表す 

 



インポートする資料 
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 『青空文庫』から４作品 

 芥川龍之介： 羅生門，河童 

 宮沢賢治： 風の又三郎，銀河鉄道の夜 

 

 ファイルの配置 

実習用データのファイル配置 

著者情報をフォルダに付与 もっと細かくしてもよい 

「青空文庫_txt」フォルダをインポートしてみてください 



変換規則の例（追加） 

36 

 

 

 

 

 規則の内容 

 「※」がない注記にも対応 

 資料冒頭の注記（--- で囲まれた範囲）の凡例を削除 

 (?s) を指定すると，「.」が改行にもマッチするようになる（正規
表現の規則） 

 Himawari_1_5/resources/htd/aozora.htd の末尾に追加 

 

## 注記のタグ化 

［(＃.+?)］ <注 内容="$1" 付与="" 種別="注記" /> 
## 注記凡例の削除 
(?s)----+.+?----+.+?¥n  

表示されていないが，タブ文字があることに注意 



参考：『青空文庫』の作品の利用方法 
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 今回は，説明の都合上，「テキストファイル」を利用して
います 

 ただし，通常は，「ＸＨＴＭＬファイル」を使ってください 

 著者，タイトルの情報は，ファイル内のタグから自動的に抽出
されます 

 凡例や著作権表示などは，検索対象から自動的に除外され
ます 
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『ひまわり』の検索機能 



全文検索機能（要素内容） 

 指定した要素の要素内容を全文検索 

 例： 「テキスト」要素の要素内容（赤い字の部分） 

 

 照合時にタグは無視される 

 「下人が」とマッチングする 

 

 
<記事 タイトル="羅生門" 著者="" path="/青空文庫_txt/芥川龍之介/羅生門.txt"> 

<テキスト> 

 ある日の暮方の事である。一人の<r rt="げにん">下人</r>が、<r rt="らしょうも
ん">羅生門</r>の下で雨やみを待っていた。<br /> 

 広い門の下には、この男のほかに誰もいない。ただ、所々<r rt="にぬり">丹塗</r>
の<r rt="は">剥</r>げた、大きな<r rt="まるばしら">円柱</r>に、<r rt="きりぎり
す">蟋蟀</r>が一匹とまっている。羅生門が、<r rt="すざくおおじ">朱雀大路</r>に
ある以上は、この男のほかにも、雨やみをする<r rt="いちめがさ">市女笠</r>や<r 
rt="もみえぼし">揉烏帽子</r>が、もう二三人はありそうなものである。それが、こ
の男のほかには誰もいない。<br /> 
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全文検索対象の設定（config_青空文庫_txt.xml） 
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 索引の設定 

 

 

 

 

 

 注意 

 手動で設定ファイルや corpus.xml を書き換えた場合は， 
［ツール］⇒［インデックス生成］を実行してください  

 <index_cix> 
    <li name="テキスト" label="本文" middle_name="article" type="normal" field_name="キー" /> 
    <li name="テキスト" label="本文(正規表現)" middle_name="article" type="null" field_name="キー" /> 
  </index_cix> 

索引ファイル名に反映（他の設定と重ならないようにする） 対象とする要素名 

検索メニューに表示される文字列 



要素属性の取得 

 指定した要素の属性を取得する 

 例１：「記事」要素の「タイトル」属性 

 例２：r 要素の rt 属性 

 

 

 

 

<記事 タイトル="羅生門" 著者="" path="/青空文庫_txt/芥川龍之介/羅生門.txt"> 

<テキスト> 

 ある日の暮方の事である。一人の<r rt="げにん">下人</r>が、<r rt="らしょうも
ん">羅生門</r>の下で雨やみを待っていた。<br /> 
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取得する要素属性の設定 
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 索引の設定 

 

 

 

 

 検索結果の表示の設定 

 

 

  <index_eix> 
    <li name="コーパス" middle_name="corpus" is_empty="false" top="true" /> 
    <li name="記事" middle_name="article" is_empty="false" isBrowsed="true" /> 
    <li name="r" middle_name="r" is_empty="false" /> 
  </index_eix> 

対象とする要素名 

検索結果の列名 

   <field_setting> 
      ： 
    <li name="Path" type="argument" element="記事" attribute="path" width="80" /> 
    <li name="タイトル" type="argument" element="記事" attribute="タイトル" width="80" /> 
    <li name="著者" type="argument" element="記事" attribute="著者" width="80" /> 
    <li name="ルビ" type="argument" element="r" attribute="rt" width="80" /> 

「記事」要素のpath属性を表示 



属性の検索 

 指定された要素属性を全文検索 

 例の場合は，r 要素の rt 属性 

 属性の範囲内だけで文字列照合 

<記事 タイトル="羅生門" 著者="" path="/青空文庫_txt/芥川龍之介/羅生門.txt"> 

<テキスト> 

 ある日の暮方の事である。一人の<r rt="げにん">下人</r>が、<r rt="らしょうも
ん">羅生門</r>の下で雨やみを待っていた。<br /> 

 広い門の下には、この男のほかに誰もいない。ただ、所々<r rt="にぬり">丹塗</r>
の<r rt="は">剥</r>げた、大きな<r rt="まるばしら">円柱</r>に、<r rt="きりぎり
す">蟋蟀</r>が一匹とまっている。羅生門が、<r rt="すざくおおじ">朱雀大路</r>に
ある以上は、この男のほかにも、雨やみをする<r rt="いちめがさ">市女笠</r>や<r 
rt="もみえぼし">揉烏帽子</r>が、もう二三人はありそうなものである。それが、こ
の男のほかには誰もいない。<br /> 
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属性検索対象の設定 
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 索引の設定 

 

 

 

 

 

 

 <index_aix>  
                            ： 
    <li label="ルビ(rt)完全一致" name="r" middle_name="r" argument="rt" 
                                                                                         isCompleteMatch="true" field_name="キー" /> 
    <li label="ルビ(rt)部分一致" name="r" middle_name="r2" argument="rt" 
                                                                                         isCompleteMatch="false" field_name="キー" /> 
</index_aix> 

対象とする属性名 

検索メニューに表示される文字列 

対象とする要素名 

true: 完全一致，  false: 部分一致 
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インポートした資料の活用 



語の区切りと品詞の情報を付与する（１） 
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 形態素解析システム 

 MeCab （工藤拓氏） 

 JUMAN （京都大学黒橋・河原研究室） 

 

 

 実行例 （入力文：「文を単語に区切ることができます。」） 
文      名詞,一般,*,*,*,*,文,ブン,ブン 
を      助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ 
単語    名詞,一般,*,*,*,*,単語,タンゴ,タンゴ 
に      助詞,格助詞,一般,*,*,*,に,ニ,ニ 
区切る  動詞,自立,*,*,五段・ラ行,基本形,区切る,クギル,クギル 
こと    名詞,非自立,一般,*,*,*,こと,コト,コト 
が      助詞,格助詞,一般,*,*,*,が,ガ,ガ 
でき    動詞,自立,*,*,一段,連用形,できる,デキ,デキ 
ます    助動詞,*,*,*,特殊・マス,基本形,ます,マス,マス 
。      記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
EOS 

形態素解析システムの解析結果をインポートした資料に付与 

区切り位置，品詞体系は，システム， 
使っている辞書によって異なります。 

http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html
http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?JUMAN


語の区切りと品詞の情報を付与する（２） 
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config_青空文庫_txt.db.xml  
を読み込む 

監視しながら，待ちます 

MeCab の実行 



形態素解析結果の検索 
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 検索対象の選択 

 検索結果の表示 

 基本形： 終止形（活用語の場合） 
 読み： 出現形の読み（カタカナ） 
 出現形： テキスト中での語形（キー欄の値） 

取り込まれた形態素解析結果 
基本形－２ … ２語前 
基本形２  … ２語後 



検索結果の集計 
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 選択した列での集計 
（「する」の前接形態素の分布） 

 基本形で「する」を検索 

 フィルタとの連携 
（「する」のヲ格要素の分布） 

基本形－２，－１欄を 
選択（どこでもよい） 
して，「統計」 

「を」を含む 

セルを選択し
て，「フィルタ」 

基本形－２，－１欄を 
選択（どこでもよい） 
して，「統計」 



参考資料 
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 全文検索システム『ひまわり』 

 設定ファイル作成の手引き 

 設定リファレンスマニュアル 

 簡単な検索用データの作成方法2 

 

 本チュートリアルで使用したソフトウェア・資料 

 MeCab 

 Terapad 

 青空文庫 

http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%BA%EE%C0%AE%A4%CE%BC%EA%B0%FA%A4%AD
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%BA%EE%C0%AE%A4%CE%BC%EA%B0%FA%A4%AD
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%BA%EE%C0%AE%A4%CE%BC%EA%B0%FA%A4%AD
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%B4%CA%C3%B1%A4%CA%B8%A1%BA%F7%CD%D1%A5%C7%A1%BC%A5%BF%A4%CE%BA%EE%C0%AE%CA%FD%CB%A12
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%B4%CA%C3%B1%A4%CA%B8%A1%BA%F7%CD%D1%A5%C7%A1%BC%A5%BF%A4%CE%BA%EE%C0%AE%CA%FD%CB%A12
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%B4%CA%C3%B1%A4%CA%B8%A1%BA%F7%CD%D1%A5%C7%A1%BC%A5%BF%A4%CE%BA%EE%C0%AE%CA%FD%CB%A12
http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html
http://www5f.biglobe.ne.jp/~t-susumu/library/tpad.html
http://www.aozora.gr.jp/

